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よく分かる！経済のツボ 

どこに注目？2014 年度！ 

経済調査部 高橋 大輝 

                              

2014 年度の景気は？ 

2014 年度が始まりました。今年度の日本経済

は一体どうなるのでしょうか。 

民間エコノミスト約 40人の経済予測を集計し

ている「ＥＳＰフォーキャスト調査」をみると、

景気は４－６月期に大きく落ち込むことが予想

されています（資料１）。これは４月の消費税率

引き上げの影響です。消費税増税前には、税負

担が大きくなる前に自動車や家電などの耐久消

費財を購入しようとする動きが発生します。そ

の結果、増税直後は耐久消費財の販売が大きく

落ち込んでしまうのです。ただし、景気の落ち

込みは一時的なものに留まり、その後は持ち直

していくとの見方が多いようです。 

 

日本経済の真価が問われる一年に 

2014 年度の経済をみる上での注目ポイントを

確認してみましょう（資料２）。今年度は、四半

期別ＧＤＰ速報に関心がより高まるでしょう。

８月は 2014 年４－６月期のＧＤＰが公表され、

消費税率引き上げ後の日本経済の姿が明らかに

なります。11 月には、７－９月期のＧＤＰが公

表されます。政府は 2015 年 10 月に予定されて

いる再度の消費税率引き上げについて、７－９

月期ＧＤＰなどの経済指標を踏まえて判断する

としており、注目が集まることが予想されます。 

また、成長戦略の動向も重要です。６月には

成長戦略第二弾の策定が予定されており、前回

は見送りとなった法人税率引き下げの行方など

が焦点となるでしょう（資料３）。成長戦略第一

弾（2013 年６月策定）においては、着実な進捗

が求められ、実行力が問われることになります。 

2014 年度の日本経済は、消費税率引き上げ後

も回復を続けることができるのか、持続的な成

長に向けた戦略が実現するのか、真価が問われ

る一年となりそうです。 

資料１ 2014 年度の景気見通し 

 

（出所）日本経済研究センター「ＥＳＰフォーキャスト調査」 

 

資料２ 2014 年度の主なトピックス 

 

（出所）各種報道資料等より第一生命経済研究所作成。 

 

資料３ 成長戦略進化のための今後の検討方針（案） 

 

 （出所）産業競争力会議資料より第一生命経済研究所作成。 


